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附
表
（
一
）
東
九
州
に
於
け
る
鋼
鋳
鋼
例
の
分
布

　
　
（
二
）
東
九
州
に
於
け
る
古
鏡
心
分
布

夫

　
我
が
國
の
上
古
よ
り
宇
佐
地
方
は
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
、
こ
の
地
に
闘
す
る
歴
史
的
な
謝
考
は
相
宮
数
に
の
ぼ
つ
て
い
る
。
特
に
太
平
洋
戦
争

み
ゆ
る
邪
馬
右
國
の
位
置
比
定
に
就
い
て
の
宇
佐
脱
に
闘
す
る
問
題
等
は
非
常
に
興
味
深
い
。
即
ち
宮
地
の
史
学
専
攻
の
学
者
に
よ
る
宇
佐
邪
馬

考
古
今
上
よ
り
見
た
上
代
の
宇
載
池
方

（
贋
川
）

一
一
九

来
魏
志
倭
人
体
に

登
表
さ
れ
、
更
に
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こ
の
問
題
の
論
旨
に
あ
る
程
度
の
考
古
学
的
扮
討
を
こ
ｉ
ろ
み
て
い
る
点
に
注
目
し
、
此
の
点
に
就
い
て
の
宇
佐
地
方
に
於
け
ろ
考
古
学
的
研
究
に
よ
り
、
上
古
の
宇
佐
に

就
い
て
の
試
論
を
な
す
こ
と
に
し
た
。
然
し
て
本
稿
は
邪
馬
台
国
の
位
置
に
闘
す
る
問
題
を
主
と
す
る
も
の
で
は
な
く
終
局
に
於
て
は
如
何
な
る
位
置
が
邪
馬
台
國
と
し
て

康
史
学
的
に
も
考
古
学
資
料
の
胃
瞭
を
得
て
可
能
性
が
あ
る
か
と
云
う
点
に
本
旨
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
其
の
可
能
性
に
立
っ
た
場
合
に
於
て
賀
の
邪
馬
台
国
の

位
置
付
け
が
出
来
る
も
の
で
、
其
の
可
能
性
は
鹿
央
、
考
古
学
的
見
地
に
立
ち
大
い
に
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
註
　
出
銭
志
「
邪
馬
台
」
の
『
位
置
に
関
す
る
考
察
　
富
来
匯
　
大
分
大
学
紀
要
二
号

　
　
　
　
　
　
　
一
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考
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学
的
見
地
に
立
つ
邪
馬
台
国
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邪
馬
台
国
を
何
處
に
比
定
す
る
か
と
云
ふ
問
題
で
考
古
学
上
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
梅
原
宏
治
博
士
の
所
論
で
あ
る
。
博
士
は
高
橋
建
自
博
士
の
所
論
と
本
旨
を
同
じ
く

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
和
地
方
に
於
て
叡
多
く
竟
見
さ
れ
て
い
る
古
鏡
の
優
れ
た
研
究
に
よ
る
も
の
で
其
の
大
要
は

　
上
代
大
和
の
文
化
の
由
来
の
古
き
こ
と
を
一
廉
考
古
資
料
に
よ
っ
て
賓
証
し
、
次
に
中
国
の
文
化
は
前
漢
代
に
九
州
と
同
様
畿
内
に
も
及
び
、
こ
れ
と
の
交
渉
を
論
じ
、

更
に
湊
代
六
朝
に
亘
る
中
国
の
古
鏡
が
我
が
國
内
に
分
布
す
る
地
域
か
ら
倣
納
し
、
古
く
か
ら
大
和
が
我
が
国
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
に
し
従
っ
て
魏
代
中
国

と
の
交
渉
の
あ
っ
た
の
は
畿
内
で
あ
る
。
と
論
す
る
の
で
あ
る
Ｑ

　
以
上
の
論
旨
は
中
国
の
古
鏡
鑑
の
分
布
か
ら
中
岡
文
化
の
及
ん
だ
濃
厚
の
度
を
推
し
以
て
富
代
文
化
の
欧
況
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
邪
馬
合
図
の
比
定
に
考
古

学
的
検
討
を
加
へ
位
置
の
可
能
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
　
　
３

　
こ
の
大
和
地
方
と
共
に
従
来
最
も
可
能
性
の
あ
る
地
は
北
九
州
地
方
で
あ
り
、
最
近
も
山
口
醇
矢
作
所
論
が
登
表
さ
れ
、
す
る
ど
く
大
和
地
方
脆
に
反
論
し
て
い
る
。

こ
の
論
旨
も
邪
馬
台
国
の
位
置
比
定
の
可
能
性
に
就
い
て
の
登
表
で
あ
り
、
其
の
点
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
は
細
密
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
大
和
説
、

北
九
州
説
と
此
の
問
題
の
論
争
は
絶
え
る
こ
と
の
な
い
興
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
扨
て
九
州
の
ど
こ
か
に
邪
馬
台
を
比
定
し
よ
う
と
す
る
論
者
の
中
考
古
学
的
立
場
に
於
て
桧
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
は
次
の
如
き
諸
点
が
根
本
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
韓
統
的
な
石
器
時
代
に
対
し
て
新
来
の
倆
生
式
農
耕
文
化
が
韓
へ
ら
れ
た
最
初
の
土
地
は
韓
半
島
を
通
じ
て
最
も
其
の
文
化
の
影
響
を
受
け
易
い
北
部
九
州
で
あ
る
。

と
す
る
考
へ
方
に
立
つ
も
の
で
、
こ
れ
は
筑
府
国
糸
島
郡
松
原
に
於
て
王
奔
の
飯
泉
が
登
見
さ
れ
、
対
岸
の
韓
牛
島
別
郭
の
金
海
等
に
同
様
な
類
例
が
存
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
そ
う
し
た
彼
我
の
文
化
交
流
か
ら
附
納
す
る
も
の
で
あ
る
。



　
§
志
賀
島
に
於
て
登
見
さ
れ
た
「
金
印
」
等
よ
り
賜
納
し
て
奴
国
の
哨
所
を
「
博
名
附
近
」
に
比
定
し
、
こ
の
塊
な
。
中
心
と
し
て
広
く
絹
綿
即
刻
等
の
脅
見
例
が
非
常
に

多
い
こ
と
が
和
男
台
國
の
位
置
比
定
を
此
の
附
近
の
い
す
こ
の
地
か
に
求
め
よ
う
と
す
る
考
古
学
上
の
可
能
性
に
立
つ
も
の
。

　
㈲
須
玖
式
土
器
等
と
共
に
湊
代
の
古
蹟
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
地
が
漠
代
よ
り
彼
我
の
交
通
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。

　
同
卑
倆
呼
の
死
後
「
大
作
家
、
径
百
歩
」
の
墓
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
和
馬
台
國
を
強
國
と
す
る
誇
張
に
よ
ろ
も
の
で
「
宮
室
楼
観
城
柵
服
役
」
と
か
里
数
に
示

め
さ
れ
る
尨
大
な
ろ
数
字
等
と
共
に
章
な
ろ
形
容
と
も
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
程
問
題
に
は
な
ら
な
い
が
、
三
世
紀
の
古
墳
と
云
ふ
点
に
立
っ
た
検
討
を
必
要
と
す
る
こ

と
等
に
よ
る
こ
と
。

　
こ
の
点
に
就
い
て
は
「
其
死
有
棺
無
槨
、
封
土
作
家
」
と
云
ふ
点
に
興
味
を
引
く
。
こ
れ
は
我
が
國
古
墳
の
曙
期
の
様
子
を
物
語
ろ
も
の
で
あ
り
、
三
世
紀
と
云
う
点
を

考
慮
す
れ
ば
以
上
の
文
章
は
座
棺
ふ
併
行
す
る
組
合
式
石
棺
に
封
土
を
有
す
る
も
の
と
云
ふ
限
定
が
加
へ
ら
れ
る
の
で
か
く
す
れ
ば
北
部
九
州
に
和
男
台
國
比
定
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
九
州
脆
の
可
能
性
を
概
略
し
た
が
、
私
は
以
上
の
諸
点
か
ら
九
州
特
に
豊
前
國
宇
佐
地
方
に
も
邪
馬
台
国
を
比
定
す
る
数
多
く
の
考
古
資
料
を
有
し
て
い
る
点
に
注

目
し
、
考
古
資
料
の
許
さ
れ
る
範
園
に
於
て
上
古
の
宇
佐
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

註
　
ｍ
考
古
学
上
よ
り
見
た
上
代
の
畿
内
　
梅
原
末
治

　
　
閤
邪
馬
台
国
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
山
口
静
夫

考
古
学
雑
誌
十
四
塾
八
号

両
日
本
良
孝
十
五
号

　
　
　
　
　
　
　
ニ
、
Ξ
世
紀
の
古
墳
考

　
所
国
喪
標
と
稲
す
る
墓
制
は
、
其
の
分
布
の
濃
密
さ
に
於
て
筑
前
須
玖
潰
跡
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
｀
Ｊ

　
然
し
喪
棺
の
由
来
は
古
く
縄
文
式
土
器
に
も
見
ら
れ
る
・
だ
が
之
れ
等
の
中
所
謂
須
玖
式
喪
標
と
思
わ
れ
「
群
團
と
共
同
朱
」
に
間
遠
す
る
も
の
は
ヽ
そ
う
多
い
と
は
思

わ
れ
な
い
。

　
北
九
州
に
於
て
殺
生
す
る
喪
標
は
、
少
く
と
も
共
同
体
と
し
て
の
あ
る
社
命
の
背
景
を
持
つ
墓
制
で
あ
り
、
こ
れ
に
間
遠
の
あ
る
縄
文
式
の
喪
標
と
云
ふ
こ
と
に
な
れ
ば

そ
の
背
景
と
な
る
牡
會
に
或
る
種
の
限
定
が
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
か
く
の
如
く
考
へ
れ
ば
贋
く
本
邦
各
地
で
我
見
さ
れ
る
縄
文
式
の
商
標
と
須
玖
式
商
標
と
の
関
係
は
或
る
種
の
同
一
牡
會
の
上
に
立
つ
も
の
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
す
。

　
　
　
　
　
　
　
考
古
学
上
よ
り
見
た
上
代
の
宇
弦
地
方
’
　
　
（
賀
川
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



肩
　
府
　
女
　
子
　
大
　
学
　
紀
　
要

そ
こ
に
地
域
と
云
ふ
問
題

岩
遺
跡
登
見
の
遠
賀
川
式

甕　を

柁叫)考

や慮

第
四
一
五
輯

し
た
上
で
な
け
れ
ば
論
旨
の
上
で
困
難
が
あ
ら
弓
。
こ
の
点

肥
前
國
東
松
浦
郡
鏡
村
葉
山
尻
登
見
の
縄
文
晩
期
夜
目
式
甕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
こ

で
は
筑
前
國
糸
島
郡
恬
土
村
石
ケ
壁
間
因
循
匯
市
今
節
ヽ
同
国
飯
塚
市
立

松
叉
豊
後
國
直
入
郡
菅
生
村
禰
宜
野
我
見
の
御
領
式
合
口
甕
捨
等
は
須
玖
式

座
棺
同
様
の
古
式
共
同
体
の
社
命
に
立
つ
も
の
で
我
が
同
古
墳
の
曙
期
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
従
っ
て
価
生
式
農
耕
文
化
の
き
ざ
し
は
九
州
に
お
い
て
は
縄
文
晩
期
に
す
で
に
存
す
る
も
の
で
本
邦
の
黎
明
は
こ
の
座
棺
と
其
の
分
有
す
る
地
域
に
始
ま
る
も
の
と
想
像

さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
国
文
化
の
影
響
は
逆
の
ぼ
っ
て
こ
の
座
棺
を
以
て
始
ま
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
す
れ
ば
あ
る
程
度
の
原
始
的
部
落
国

家
は
縄
文
式
文
化
晩
期
に
其
の
殺
生
を
見
る
に
い
た
っ
た
と
も
推
定
出
来
る
。
北
部
九
州
に
於
け
る
原
始
的
部
落
同
家
は
以
上
の
墳
墓
と
共
に
発
生
を
見
、
同
時
に
中
国
と

の
交
渉
も
あ
っ
た
と
考
へ
る
こ
と
が
安
富
で
あ
ろ
う
。

　
拉
て
以
上
の
如
く
座
棺
は
相
富
古
い
時
期
に
殺
生
を
見
る
が
所
謂
須
玖
式
座
棺
に
於
て
最
盛
期
を
見
る
に
至
っ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
座
棺
の
盛
行
は
部
落
社
會
の
充
胃
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
至
れ
ば
箱
式
石
棺
も
許
行
し
て
行
わ
れ
、
古
鏡
、
青
銅
器
の
副
葬
も
見
ら
れ
一
部
で
は
封
土
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

封
土
が
見
ら
れ
る
こ
の
始
源
の
箱
式
石
棺
は
概
ね
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
に
か
け
て
殺
達
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
か
く
す
れ
ば
「
其
死
有
棺
無
槨
、
封
土
作
家
」
と
云
ふ

記
事
と
も
一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
扨
て
こ
の
場
合
三
世
紀
の
遺
物
と
云
ふ
も
の
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
潰
物
の
推
定
が
相
富
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
私
は
各
種
の
逍
物
の
中
須
玖
式
座
棺
に
副
葬
さ
れ
る

銅
鉢
銅
創
は
富
初
の
目
的
を
失
い
乍
ら
も
高
塚
古
墳
殺
生
後
も
爾
存
在
す
る
点
か
ら
其
の
最
盛
期
を
三
世
紀
と
考
え
、
「
径
百
歩
」
即
ち
高
塚
の
始
源
に
組
合
式
石
棺
を
考

慮
し
更
に
銅
鉢
銅
銅
を
副
葬
す
る
古
墳
に
就
い
て
、
三
世
紀
の
古
墳
の
位
置
付
け
を
考
え
て
見
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
古
墳
に
上
爾
物
の
中
の
「
銅
鏡
百
枚
」
が
何
ら
か

の
形
に
於
て
我
見
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

註
　
山
鹿
棺
累
考
日

　
　
卸
扁
岡
県
石
ケ
崎
の
支
石
菖
を
含
む
原
始
墓
地

　
　
問
甕
棺
累
考
�

鏡
山
　
　
猛
　
史
淵
第
五
十
四
号

原
田
　
大
六
　
考
古
学
雑
誌
二
十
八
巻
一
号

鏡
山
　
　
猛
　
史
朗
第
五
十
五
号

困
飯
屋
市
立
石
運
動
場
発
見
の
甕
棺
漬
物
　
　
　
中
山
平
次
郡
　
福
岡
県
丸
跡
報
借
第
九
斡

㈲
昭
和
二
十
八
年
七
月
肥
前
国
葉
山
尻
ド
ル
メ
ン
調
査
に
於
て
発
見

聞
甕
棺
累
考
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鏡
山
　
　
猛
　
良
淵
第
五
十
五
号



　
　
　
　
　
　
　
三
、
宇
佐
地
方
の
三
世
紀
比
定
の
古
墳

　
従
来
の
耶
馬
台
國
の
論
争
が
、
其
の
方
向
や
里
数
等
に
よ
っ
て
位
置
を
裡
諭
し
、
叉
誠
忠
の
内
容
に
従
っ
て
類
似
の
資
料
を
本
邦
の
古
典
に
求
め
、
或
は
考
古
資
料
よ
り

推
定
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
来
た
が
、
三
世
紀
の
古
墳
に
就
い
て
な
さ
れ
た
論
考
は
極
く
少
い
や
う
で
あ
る
。
私
は
こ
の
点
に
就
い
て
考
古
学
的
檀
討
を
加
へ
其
の
位
置
決

定
の
可
能
性
を
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
其
死
有
棺
無
槨
封
土
作
家
始
死
停
喪
十
能
日
」
と
は
古
墳
を
作
る
の
に
殯
の
期
日
を
合
め
た
高
塚
式
古
墳
を
意
味
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
「
径
百
態
歩
」
が
示
め
す
如

く
可
成
ｈ
こ
尨
大
な
も
の
を
意
味
し
よ
う
。
も
っ
と
も
前
述
の
如
く
邪
馬
台
國
の
強
大
な
誇
張
を
示
め
す
も
の
で
あ
る
か
ら
所
謂
畿
肉
‥
地
方
に
脅
達
す
る
高
塚
式
古
墳
と
は
趣

を
異
Ｋ
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
拘
葬
者
奴
婢
百
旅
人
」
と
は
、
其
の
内
容
は
別
と
し
て
考
古
学
上
群
集
墳
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
れ
ば
三
世
紀
古
墳
の
條
件

が
限
定
さ
れ
、
更
に
前
逍
の
三
世
紀
に
其
の
最
盛
を
見
た
銅
鉢
鰯
を
副
葬
す
る
古
墳
を
桧
討
す
れ
ば
往
時
の
支
配
者
的
階
級
の
墳
墓
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
扨
て
以
上
の
條
件
を
有
す
る
古
墳
中
銅
器
副
葬
の
古
墳
は
例
が
極
め
て
乏
し
い
が
次
に
其
の
や
う
な
古
墳
の
分
布
を
あ
げ
れ
ば

　
　
一
、
筑
後
国
三
瀦
郡
三
瀦
村
塚
崎
西
畑
（
石
棺
封
土
不
明
）

　
　
一
｛
、
岡
　
国
岡
　
郡
岡
　
村
御
廟
塚
（
石
棺
の
上
）

　
　
三
、
豊
前
国
宇
佐
郡
長
州
町
大
字
金
屋
‘
ウ
モ
リ
（
組
合
式
石
棺
、
封
土
有
）

　
　
四
、
豊
後
国
西
国
東
郡
高
田
町
大
字
美
和
雷
古
墳
（
組
合
式
石
棺
、
封
土
有
）

　
　
五
、
同
　
田
岡
　
　
郡
向
　
町
大
字
草
地
丸
山
古
墳
（
古
墳
封
土
中
）

　
　
六
、
同
　
田
臼
杵
市
大
字
諏
訪
中
山
古
墳
（
組
合
式
石
棺
、
封
土
有
）

　
　
七
、
対
島
国
　
四
例

　
　
八
、
伊
像
国
宇
摩
郡
妻
梅
村
東
富
山
（
古
墳
組
合
式
石
棺
）

　
　
九
、
長
門
田
豊
浦
郡
安
岡
村
大
字
常
任
宇
梶
西
木
演
（
古
墳
組
合
式
石
棺
、
多
鮭
鎗
）

　
一
〇
、
周
防
国
山
口
市
大
字
上
野
分
宇
白
石
茶
臼
山
古
墳
（
古
墳
封
土
中
）

　
‘
Ｌ
、
筑
前
国
宗
像
鵜
東
郷
町
高
塚
（
箱
式
石
棺
）

　
　
　
　
　
　
　
考
古
学
上
よ
り
見
た
上
’
代
の
宇
佐
・
地
方
　
　
　
　
｛
賀
川
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
Ｓ
Ｉ



　
　
　
　
　
　
質
　
府
　
女
　
子
　
大
　
学
　
紀
　
要

一
二
、
同
国
　
同
郡
　
岬
村
（
箱
石
式
棺
）

一
三
、
伯
香
国
東
伯
郡
ハ
幡
町
大
宇
田
起
（
箱
式
石
棺
）

撒
四
一
五
畿
‥

三
四

　
に
こ
の
東
部
九
州
に
相
對
す
る
伊
憧
。
長
門
、
周
防
等
の
西
部
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
三
例
を
見
、
西
洞
戸
に
一
つ
の
共
涌
泣
か
認
め
ら
れ
、
こ
参
り
合
計
し
て
七
例
か
存
す
る
。

　
こ
の
西
部
瀬
戸
内
海
は
頌
生
式
文
化
後
期
に
は
著
し
い
共
通
的
要
素
が
あ
り
、
嘗
て
筆
者
が
命
名
し
た
所
謂
戸
次
式
土
恥
と
将
す
る
複
歌
口

｀
』
を
有
す
る
一
連
の
特
異
性
で

　
あ
る
。
こ
の
推
歌
口
縁
に
は
流
麗
な
波
駄
文
を
施
す
こ
と
を
特
徴
と
す
る
が
、
總
じ
て
櫛
目
文
土
器
の
最
盛
期
を
函
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
倆
生
式
後
期
の
土
器
は
可
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

　
早
く
一
部
で
は
注
目
さ
れ
て
い
た
や
う
で
あ
り
安
蘇
岡
安
佐
郡
中
原
村
、
同
落
合
村
岩
上
、
同
国
佐
伯
郡
八
幡
村
貳
ギ
等
に
於
て
そ
の
登
見
が
報
じ
ら
れ
て
居
り
相
常
置
範

　
圖
に
わ
た
っ
て
共
通
の
文
化
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
共
通
の
側
生
式
文
化
圏
は
或
る
共
通
な
社
會
の
基
礎
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
が
、
其
の
獣
會
は
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿

　
國
寺
遺
跡
や
、
周
防
国
鳥
田
川
副
の
浪
跡
等
で
注
目
さ
れ
た
如
く
、
家
族
聘
働
を
越
え
た
も
の
が
必
要
と
さ
れ
所
謂
族
長
的
な
氏
族
社
會
の
連
合
体
と
云
ふ
や
う
な
も
の

　
が
前
述
の
禰
生
式
後
期
の
櫛
目
交
土
器
か
ら
推
論
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
倆
生
式
土
器
の
編
年
は
先
輩
諸
兄
の
努
力
に
よ
っ
て
相
常
確
賓
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
土
器
文
化
の
或
る
時
期
が
紀
元
と
一
致
す
る
点
か
ら
考
え
て
前
期
古
墳

’
の
発
生
を
見
る
間
に
比
定
さ
れ
る
後
期
の
あ
る
時
期
が
三
世
紀
に
常
ろ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
然
し
て
安
岡
安
浪
跡
や
島
田
川
下
流
浪
跡
等
は
ま
さ
に
三
世
紀
前
後
と
見
て
大

　
差
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
扨
て
、
こ
の
時
代
の
墳
墓
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
、
前
述
の
組
合
式
石
棺
で
代
表
さ
れ
る
曙
期
古
墳
で
あ
り
、
其
の
中
所
謂
階
級
を
明
か
に
認
め
得
る
も
の
が
漬
物
副
葬

　
の
も
の
と
す
る
と
、
三
世
紀
の
族
長
的
初
期
封
建
牡
會
の
上
に
立
つ
古
墳
を
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
恂
こ
の
族
長
的
墳
墓
は
従
来
の
箱
式
棺
に
見
ら
れ
る
如
く
群

　
集
す
る
も
の
で
は
な
く
或
る
土
地
を
占
有
す
る
と
云
ふ
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
等
一
憲
族
長
的
墳
墓
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
常
時
に
あ
っ
て
も

　
あ
る
腫
の
封
土
を
有
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
鏡
山
猛
氏
の
調
査
に
よ
る
と
小
円
墳
歌
の
内
部
に
甕
棺
な
り
石
棺
を
包
蔵
し
た
官
例
は
北
九
州
其
の
他
に
敬
例
を
示
め
し
て
い

　
る
・
然
し
こ
れ
は
非
常
に
多
く
の
甕
棺
や
箱
式
石
棺
に
比
す
れ
ば
あ
ま
り
に
も
少
数
で
あ
る
。
次
に
鎗
山
猛
叛
の
諸
例
と
東
九
州
の
Ｉ
ヽ
二
例
を
記
す
れ
ば
次
の
如
き
で
あ

　
る
ｏ

　
等
で
其
の
分
布
は
贋
義
の
北
部
九
州
を
中
心
に
、
大
部
分
が
西
南
日
本
に
分
布
し
て
い
る
。
就
中
、
筑
前
、
筑
後
に
同
例
、
。
宇
佐
地
方
を
中
心
に
東
部
九
州
に
四
例
、
更

に
こ
の
東
部
九
州
に
相
對
す
る
伊
憧
。
長
門
、
周
防
等
の
西
部
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
三
例
を
見
、
西
洞
戸
に
一
つ
の
共
涌
泣
か
認
め
ら
れ
、
こ
お
嗚
合
計
し
て
七
例
か
存
す
る
。

一
、
肥
前
固
辞
崎
仁
北
山
村
志
波
屋

　
高

三
―
四
尺

脛
｜



二
、
筑
前
国
糸
島
郡
前
原

三
、
鳥
取
賜
八
尾

四
、
筑
後
国
三
瀦
郡
三
瀦
村
城
崎
御
廟
塚

五
、
筑
前
国
糸
島
郡
前
原
町
宇
泊
字
大
塚

六
、
豊
後
国
西
国
東
郡
高
田
町
大
字
美
和
雷

七
、
豊
後
国
臼
杵
市
大
字
中
山

几
、
豊
前
国
宇
佐
郡
長
洲
町
ベ
ウ
モ
リ

四
－
五
尺

　
十
五
尺

四
―
五
尺

　
　
六
尺

　
　
六
尺

四
―
五
尺

六
－
八
尺

三
十
尺

六
十
尺

三
十
尺

１
－
Ｉ

二
十
尺

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
中
一
、
ヽ
エ
ハ
、
飯
山
猛
氏
「
高
塚
古
墳
の
源
流
」
参
照

　
で
以
上
の
中
御
廟
堀
、
大
塚
、
雷
、
中
山
、
ベ
ウ
モ
リ
等
に
銅
鉢
綱
曳
等
の
副
葬
が
認
め
ら
れ
る
。
肯
豊
前
豊
後
の
三
例
は
い
ず
れ
も
高
塚
古
墳
と
云
う
所
謂
高
塚
始
源

の
形
で
あ
り
、
族
長
的
牡
痙
の
首
長
を
シ
ｙ
ボ
芒
フ
イ
ズ
し
た
も
の
と
云
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
孤
立
土
地
狽
占
の
古
墳
に
三
世
紀
の
部
落
社
命
の
階
級
を
認
め
得
る

な
ら
ば
、
一
座
こ
う
し
た
考
古
資
料
の
も
と
に
邪
馬
台
論
考
も
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
貨
以
上
は
封
土
な
有
す
る
古
墳
と
銅
鉢
詞
創
副
葬
す
る
も
の
を
注
意
し
た
の
で
あ

る
が
、
次
に
支
石
墓
に
就
い
て
も
一
膝
の
標
力
優
位
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宇
佐
地
方
を
中
心
と
し
て
こ
の
支
石
菖
が
殺
見
さ
れ
た
例
は

現
在
迄
の
と
こ
ろ
な
い
が
豊
後
國
速
見
郡
。
藤
原
村
大
字
大
津
に
於
て
大
石
の
下
よ
り
ク
リ
ス
形
廣
誄
詞
曳
二
口
が
昶
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昶
見
常
時
の
資
料
が
不
足
し

て
い
る
た
め
適
確
で
は
な
い
が
支
石
菖
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
強
い
。
特
に
詞
曳
副
葬
の
支
石
菖
と
云
ふ
点
に
な
れ
ば
一
段
と
首
長
的
な
シ
ン
ボ
ル
に
な
ろ
意
義
は
強
い
。

　
　
　
　
註
　
国
東
九
州
に
於
け
る
押
型
交
土
器
と
弼
生
式
土
器
　
賀
川
光
夫
　
考
古
学
雑
誌
三
十
七
巻
一
号

関
原
高
塚
古
墳
の
源
流

問
匿
島
県
の
彊
生
式
土
器

佼
山
　
猛
　
既
淵
第
五
十
八
輯

吉
野
会
見
　
考
古
学
一
巻
一
考

　
　
　
　
㈲
山
口
県
島
田
川
流
域
に
於
け
る
遺
跡
調
査
報
告
　
小
野
忠
翔
　
考
古
學
難
詰
三
十
八
巻
三
号

　
　
　
　
　
　
四
、
豊
前
豊
後
特
に
宇
佐
地
方
に
関
係
の
あ
る
古
鏡
を
出
土
せ
る
古
墳

所
謂
曙
期
古
墳
恚
思
わ
れ
る
箱
式
棺
の
副
器
品
中
古
鏡
の
我
見
さ
れ
た
例
は
わ
す
か
に
一
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
考
古
学
上
よ
り
見
た
上
代
の
宇
佐
地
方
　
　
　
　
　
（
賀
川
）

三
五



　
　
　
　
別
府
『
女
子

豊
後
国
玖
珠
郡
森
町
名
草
台
石

棺(1)大

　
季
　
紀
　
嬰

群

第
四
一
豆
幹

三
六

で
、
こ
の
調
査
は
封
土
を
有
す
る
高
塚
古
墳
と
共
存
す
る
も
の
で
、
こ
の
中
に
は
組
合
式
石
棺
０
一
部
を
切
り
、
其
の
石
村
を
使
用
し
て
甕
棺
の
外
部
施
設
と
し
た
も
の
等

も
あ
り
明
か
に
曙
期
古
墳
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
つ
い
で
に
以
上
の
よ
り
な
石
棺
の
一
部
を
切
り
其
の
石
材
を
利
用
し
て
甕
棺
の
外
布
施
設
と
し
た
例
は
こ
の
外
に
。

　
　
日
田
市
大
字
朝
田
字
宮
の
原
及
び
同
市
吹
上
原

に
於
て
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
は
Ｉ
箱
式
棺
り
一
部
を
利
用
し
て
甕
棺
の
底
部
及
び
側
壁
と
し
た
も
の
で
、
一
睡
の
石
槨
へ
の
手
法
の
始
源
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
悔

こ
の
場
合
支
石
菖
の
掌
石
に
比
定
さ
れ
る
瓦
石
が
附
近
に
立
っ
て
居
り
、
石
棺
或
は
甕
棺
の
い
す
れ
か
の
時
期
の
支
石
菖
と
も
見
ら
れ
興
味
深
い
。
叉
甕
棺
内
部
に
於
て
は

硝
子
の
小
玉
と
共
に
成
人
偏
が
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
明
か
に
荊
葬
に
よ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　
扨
て
名
草
台
の
調
査
に
於
て
、
其
の
一
部
よ
ひ
厭
稽
鏡
の
破
片
一
と
碧
玉
製
管
玉
を
登
見
し
た
が
獣
帯
鏡
は
噺
片
的
な
資
料
で
精
細
は
分
明
し
な
い
。
然
し
大
き
な
紐
と

婁
文
と
か
ら
大
形
の
舶
載
鏡
で
あ
る
こ
と
は
確
賓
で
焉
魏
の
聞
に
比
定
す
る
に
充
分
な
る
資
料
で
あ
る
。
又
出
土
状
況
は
全
く
分
明
し
な
い
が
日
田
市
日
限
御
社
に
は
銅
染

作
ｏ
細
纏
式
獣
帯
鏡
の
登
見
何
も
あ
り
、
宇
佐
と
筑
後
平
野
を
結
ぶ
一
建
の
重
要
な
漬
物
で
あ
る
。

　
次
に
宇
佐
に
最
も
至
近
の
位
置
に
存
す
る
も
の
と
し
て
後
湊
０
古
鏡
を
田
土
す
る
も
の
に

　
　
豊
後
図
西
国
東
郡
高
田
町
大
字
草
地
鑑
堂
古
墳

が
存
す
る
。
こ
の
調
査
は
甫
俯
吉
心
に
よ
っ
て
考
古
学
雑
誌
に
登
表
さ
れ
て
い
る
が
、
其
の
主
体
部
が
方
形
の
竪
穴
式
石
槨
と
小
円
形
封
土
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
主

体
部
と
外
形
は
前
の
雷
古
墳
や
ベ
ウ
七
り
古
墳
等
―
ご
共
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
出
土
の
古
鏑
は
所
謂
一
人
車
馬
痛
歎
鏡
で
劉
氏
の
作
に
よ
る
も
の
で
、

　
劉
氏
作
意
四
夷
服
。
多
賀
國
家
人
民
意
ｏ
胡
虜
殖
婉
天
下
復
。
風
雨
時
節
五
穀
熟
。
長
保
二
親
得
天
力
。
大
吉
和
分
。
。

と
あ
り
七
字
間
の
茎
つ
た
銘
文
で
後
湊
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
特
に
注
目
さ
れ
る
。

　
次
に
高
塚
古
墳
の
盛
期
と
比
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

原
石
塚
山
古
墳
登
見
の
御
世
鏡
六
面

る
、
豊
前
國
宇
佐
郡
宇
佐
町
赤
塚
前
方
後
円
墳
の
主
体
部
た
る
組
合
式
石
棺
よ
り
殺
見
さ
れ
た
呻
獣
鏑
瓦
配
や
同
国
京
都
郡
刈
田
南

等
は
後
漢
後
檀
ｏ
蕩
揺
の
聞
に
比
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
中
國
舶
戦
績
の
育
児
は
こ
の
外
に
相
富
知
ら
れ
て
い
る
。
豊
前
豊
後
二
國

に
於
て
古
鏡
の
我
見
を
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
三
十
八
個
に
及
び
、
主
と
し
て
中
国
舶
載
鏡
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
事
賓
は
古
鏡
そ
の
も
の
が
す
べ
て
畿
内
国

家
を
経
て
こ
の
堆
に
傅
わ
っ
た
も
の
で
は
な
く
直
接
中
国
と
の
交
通
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
北
部
九
州
の
族
長
が
古
く
か
ら
韓
半
島
の
国
々
や
中
國
と
の
直
接
交
渉

を
行
っ
て
い
た
こ
と
等
の
古
典
に
徴
し
て
も
分
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
畿
内
國
家
同
様
古
墳
時
代
に
は
中
國
と
繁
く
交
通
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ



と
が
出
来
る
。
特
に
銅
染
作
の
結
線
式
服
幣
鏡
や
劉
氏
作
の
画
架
鏡
等
が
未
だ
に
本
邦
に
於
け
る
高
塚
古
墳
の
体
裁
を
充
分
に
登
達
し
な
い
前
の
小
円
墳
に
於
て
登
見
さ
れ

た
こ
と
は
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

　
以
上
の
古
鏑
で
注
目
さ
れ
る
後
漢
鎗
や
湊
病
間
に
比
定
さ
れ
る
も
の
の
大
牛
は
宇
佐
地
方
に
闘
係
の
あ
る
も
の
で
、
前
述
の
三
世
紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
銅
器
副
葬
の
高

塚
古
墳
の
分
布
と
共
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
註
　
田
昭
和
二
十
八
年
三
月
別
府
女
子
大
学
考
古
学
研
究
室
に
て
発
掘
調
査
「
名
草
台
」
Ｉ
「
豊
前
国
玖
珠
郡
森
町
名
草
台
古
墳
緋
調
売
報
告
」
賀
川
光
夫

　
　
　
　
　
　
悶
豊
後
の
古
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
魯
吉
　
考
古
学
難
詰
二
春
七
号
　
燈
堂
古
墳
　
同
　
考
古
学
雑
誌
三
春
二
号

　
　
　
　
　
　
問
豊
前
宇
佐
郡
赤
塚
古
塚
調
査
銀
貨
　
梅
原
木
訥
　
考
古
学
雑
誌
十
四
巻
三
号

　
　
　
　
　
　
㈲
豊
前
京
都
郡
の
Ｉ
、
二
の
古
墳
　
　
梅
原
栄
治
　
中
央
紅
燈
十
巻
九
号

　
　
　
　
　
　
　
五
、
考
古
学
上
よ
り
見
た
上
代
の
宇
佐
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
以
上
宇
佐
を
中
心
と
し
て
考
古
学
上
の
諸
問
題
に
就
い
て
桧
討
し
て
日
1
?
｡
M
が
、
本
邦
の
初
期
部
落
社
会
の
基
礎
に
立
っ
て
、
其
の
階
級
的
な
権
力
の
シ
ン
ボ
ル
は
或
る
特

定
な
土
地
を
占
有
す
る
族
長
的
な
古
墳
に
よ
っ
て
表
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う
し
た
三
世
紀
の
族
長
的
な
古
墳
は
魏
志
記
載
の
邪
馬
合
図
の
位
置
比
定
に
重
要
な
意
義

を
有
す
る
も
の
で
、
其
の
聖
域
に
最
も
濃
密
な
分
有
を
有
す
る
地
方
が
邪
馬
台
図
に
比
定
す
べ
き
位
置
と
し
て
の
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
宇
佐
地
方
は
以
上
の
古
墳
が
相
宿
存
在
し
て
居
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
又
こ
れ
ら
漬
跡
と
同
時
に
こ
の
時
代
の
漬
物
が
桧
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
如
く
三

世
紀
の
日
本
に
於
け
る
最
も
顕
著
な
漬
物
は
西
南
日
本
の
銅
鉢
銅
創
立
誕
内
の
銅
鐸
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宇
佐
地
方
を
中
心
と
し
て
豊
前
、
豊
後
の
二
図
の
銅
鉢

銅
創
の
分
有
は
銅
鉢
が
五
十
七
口
で
、
筑
前
、
筑
後
の
八
十
四
口
に
次
ぎ
、
更
に
ク
リ
ス
形
鋼
戈
は
三
十
四
口
の
発
見
例
が
あ
り
、
こ
れ
は
筑
前
筑
後
の
二
十
二
口
に
比

し
て
可
成
り
の
多
量
を
示
め
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
鋏
鋒
銅
戈
二
口
の
発
匯
例
も
あ
り
、
こ
れ
等
の
銅
器
発
遠
の
由
来
が
中
図
と
の
直
接
交
渉
に
よ
り
舶
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
叉
鉢
等
が
孤
忠
の
記
載
に
徴
す
る
も
の
が
存
し
、
其
の
登
見
例
の
多
い
と
云
う
点
に
、
三
世
紀
の
古
墳
と
共
に
邪
馬
台
国
比
定
に
重
要
な
可
能

性
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
三
世
紀
の
古
墳
に
こ
の
銅
鉢
銅
刻
の
’
副
葬
さ
れ
る
に
至
っ
て
は
、
常
時
こ
の
地
方
に
君
臨
す
る
権
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。
勿
論
以
上
の
如
く
比
較
伯
遺
跡
遺
物
が
三
世
紀
の
或
る
特
徴
を
有
す
る
も
の
に
限
っ
て
或
る
権
力
を
見
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
孤
志
の
邪
馬
台
初
め
其
の

他
の
王
叉
特
定
の
支
配
者
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
等
を
綜
合
し
て
、
そ
う
し
た
支
配
者
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
云
う
点
で
邪
馬
台
国
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
。
考
古
学
上
よ
り
見
た
上
代
の
宇
佐
地
方
　
　
　
　
（
賀
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ξ
七



　
　
　
　
　
　
　
　
別
　
府
　
女
　
子
　
大
　
学
　
紀
　
要

比
定
に
有
力
な
可
能
性
が
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

第
四
一
五
輯

Ξ
八

次
に
三
世
紀
の
漬
物
に
就
い
て
銅
器
の
外
注
目
さ
れ
る
の
は
漠
魏
の
古
鏡
の
分
布
で
あ
る
。
直
接
的
に
は
魏
代
の
古
鏡
が
最
も
重
要
な
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
点
宇
佐
地
方
に
於
て
は
前
の
銅
鋳
鋼
創
同
様
可
成
り

わ
吟
か
に
豊
前
国
宇
佐
郡
暉
館
村
大
字
法
統
寺
裂
見
の

を
有
し
て
い
る
。
然
し
銅
鉾
銅
創
の
如
ｚ
ヽ
曙
期
の
高
塚
に
於
て
明
か
に
認
め
ら
れ
た
と
云
う
も
の
は
無
く
、

は
封
土
不
明
の
組
合
式
石
棺
内
よ
り
の
登
見
と
傅
え
ら
れ
て
い
る
Ｑ
こ
の
よ
う
に
組
合
式
石
棺
中
よ
り
魏
代

又
は
そ
れ
以
前
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
古
鏡
を
登
見
し
た
例
は

一
、
豊
前
図
宇
佐
郡
騨
館
村
大
字
法
鎗
寺

二
、
同
　
國
同
　
郡
宇
佐
町
大
字
高
森

三
、
豊
後
図
玖
珠
郡
森
町
名
草
台
石
棺
群

四
、
豊
前
図
田
川
郡
株
銅
所
村
宮
原

五
、
筑
前
図
糟
屋
郡
仲
原
村
洒
殴

六
厭
鎮
　
　
】
’

貫
級
文
鎮
ぺ

獣
侑
鎮
片
　
一

　
　
　
　
　
閣

内
行
花
文
鎮
二

　
　
　
　
　
㈲

変
形
き
鳳
統
一

　
で
極
め
て
少
く
其
の
四
例
迄
が
豊
前
、
豊
後
に
存
す
る
点
も
前
の
銅
鯵
銅
創
を
副
葬
す
る
曙
期
古
墳
の
分
布
と
共
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悔
こ
の
地
方
は
前
述

の
赤
塚
古
墳
や
石
塚
山
古
墳
等
大
量
魏
代
の
孵
袱
鏡
を
出
し
て
い
る
点
に
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
外
東
九
州
に
於
て
魏
代
と
思
わ
れ
る
古
鏡
を
出
土
す
る
古

墳
を
あ
げ
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

※
一
、
豊
前
凶
門
司
市
小
森
江
丸
山
古
墳

※
二
、
同
　
國
京
都
郡
波
瀬
興
原
御
所
山

　
三
、
豊
後
凶
田
原
村
上
沓
禍
阪
工
山
古
墳

　
四
、
聞
　
國
高
田
町
草
地
字
芝
場

　
五
、
同
　
凶
大
分
市
三
芳
字
右
手
島
の
甲

　
六
、
聞
　
國
北
海
部
郡
下
北
津
留
村
臼
塚

　
七
、
同
　
凶
聞
　
　
郡
紳
崎
村
築
山

(5)

　
　
　
　
　
厭
形
統
一
　
　
－
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
厭
形
統
一
　
　
１
１

楸
形
統
一
変
形
文
鎮
づ
（
組
合
式
石
棺
）

　
　
　
内
行
花
文
統
つ
（
組
合
式
石
棺
）

紳
厭
統
一
変
形
文
統
べ
（
組
合
式
石
棺
）

位
至
三
公
双
龍
鎗
外

（
身
型
石
棺
）

（
組
合
式
石
棺
）

等
で
丸
山
、
御
所
山
等
※
印
の
も
の
は
賞
際
に
調
査
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
い
さ
ｘ
か
自
信
が
な
い
が
、
魏
代
に
比
定
さ
れ
る
も
の
と
傅
へ
ら
れ
る
た
め
に
右
に
か
っ



け
た
一
次
第
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
東
九
州
に
於
け
る
古
鏡
か
ら
、
宇
佐
を
中
心
と
す
ろ
地
方
に
魏
代
の
遺
物
が
可
成
無
常
で
あ
る
点
は
一
考
す
る
に
足
ろ
資
料
で
あ
ろ
う
。

勿
論
こ
れ
等
は
畿
内
に
於
て
登
達
し
た
高
塚
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
古
鏡
そ
の
も
の
が
總
て
畿
内
を
純
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
外
玉
類
の
出
土
品
が
あ
る
が
こ
れ
は
前
二
者
に
比
し
て
特
徴
に
乏
し
い
も
の
で
あ
・
ろ
か
ら
こ
の
稿
に
於
て
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
右
に
あ
げ
た
銅
鉢
銅
創
及
び
古
鏡
の
分
布
と
、
三
世
紀
の
高
塚
と
に
専
ら
腎
依
し
て
宇
佐
地
方
が
魏
代
中
国
と
交
通
の
あ
つ
た
邪
馬
台
国
の
位
置
比
定
に
重
要
な
可
能
性

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
註
　
田
豊
前
宇
佐
郡
駅
館
付
法
鏡
寺
出
土
の
大
歌
鏡
　
中
山
千
物
販
　
考
古
幸
・
雑
誌
十
巻
九
号

　
　
　
　
　
　
咄
豊
前
宇
佐
郡
赤
塚
古
墳
調
査
報
告
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
治
　
考
古
学
俳
誌
十
四
巻
三
号

　
　
　
　
　
　
圀
陶
高
塚
古
墳
の
源
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鏡
山
　
　
猛
　
史
淵
五
十
八
号

　
　
　
　
　
　
㈲
㈲
考
百
学
大
系
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
守
一

　
　
　
　
　
　
閉
豊
後
園
四
回
東
他
方
の
古
墳
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
清
爽
　
民
族
ｙ
・
圈
史
五
の
三

　
　
　
　
　
　
㈲
豊
後
の
古
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
参
宮
　
考
古
学
雑
誌
二
偕
七
号

　
　
　
　
　
　
㈲
大
分
市
三
芳
の
古
墳
発
見
　
　
　
　
　
　
　
　
日
名
古
軸
軒
　
考
古
孝
雄
誌
一
巻
九
号

　
　
　
　
　
　
�
臼
杵
古
墳
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
川
　
光
夫
　
大
分
県
報
告
（
騰
寫
印
刷
）

　
　
　
　
　
　
卸
築
山
古
墳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
時
　
英
司
　
大
分
県
史
蹟
報
告
十
一
輯

結

語

　
以
上
宇
佐
地
方
を
考
古
学
上
の
諸
問
題
の
検
討
に
よ
り
、
邪
馬
台
國
比
定
の
地
と
し
て
の
可
能
性
に
就
い
て
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
私
は
終
局
に
於
て
邪
馬
台
国
の
比
定

は
相
常
に
難
解
で
あ
る
と
考
え
る
。
然
し
三
世
紀
に
於
け
ろ
機
窓
記
載
の
凛
情
に
就
い
て
検
討
す
る
な
ら
ば
邪
馬
台
国
を
比
定
す
る
可
能
性
は
充
分
に
存
す
ろ
も
の
で
こ
の

点
将
来
大
い
に
論
争
の
余
地
が
あ
る
。

　
肯
私
は
東
九
州
地
方
を
含
め
た
演
義
の
北
九
州
地
方
の
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
有
す
る
地
方
に
邪
馬
台
国
が
存
す
る
も
の
と
信
挙
ろ
九
州
論
者
で
あ
る
が
、
結
論
と
し
て

其
の
可
能
性
を
槍
討
す
る
以
外
に
現
在
の
考
古
資
料
を
以
て
し
て
は
方
法
が
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

考
古
今
上
よ
り
見
尭
上
鴉
の
宇
魏
地
方

（
價
川
）

竺
九
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子
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紅
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ａ
ｏ

　
扨
て
最
後
に
本
稿
は
大
分
大
学
半
田
、
富
来
雨
助
教
授
と
の
協
同
研
究
に
よ
る
「
上
代
の
宇
佐
考
」
に
於
け
る
第
Ｔ
尻
的
試
論
で
あ
り
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
た
え
す

資
料
や
実
地
指
導
に
御
助
言
を
賜
わ
っ
た
九
州
大
学
助
教
授
鏡
山
猛
氏
に
深
く
感
謝
し
度
い
。

　
這
　
　
加

　
　
「
宇
佐
地
方
の
三
世
紀
比
定
０
古
墳
」
の
項
に
於
て
銅
器
福
葬
の
古
墳
の
中
左
を
追
加
す
る
。

　
　
一
四
、
豊
前
國
宇
佐
郡
宇
佐
町
高
等
学
校
々
庭
―
（
箱
式
石
棺
）

　
　
で
こ
の
石
棺
は
宇
佐
高
等
学
校
々
庭
を
作
る
際
会
見
さ
れ
た
も
の
で
、
古
墳
に
封
土
を
有
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
？
あ
る
が
、
ク
リ
ス
型
廣
鋒
銅
戈
一
口
が
発
見
さ

　
れ
た
と
云
わ
れ
る
。
賓
地
調
査
の
結
果
銅
或
は
現
在
宇
佐
帥
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
居
り
組
合
式
石
棺
は
宇
佐
高
等
学
校
に
復
原
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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大
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町
秋
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杵
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大
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訪
字
中
山

⑩
同

大

分
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瀧
尾
小
學

校
敷

吐

◎
同

同

下
北
津
留
村

⑩
同

同

坂
の
市
町
大
字
細

⑩
同

北

海
部
郡
坂

の
市
町

大
字
木

田宇

名

辺
山
谷

⑩
同

直
入
郡
久

他
村
久
住
神
社
附
近
鉾
の
木

⑥
同

大
分

郡
松
岡
村

大
字
松
岡
京

ケ尾

⑩
同

同

間

間

三
島
神
社

⑩
同

玖
珠
郡
森

町
大
字
森
八
幡
社

面
豊

後
国
日

田市

大
原
神
社
所
蔵

質

問

五

器

Jit

賞

⑩

同

□

田

郡
津
江
山

⑥

間

間

藤
原
村
大
字
大
津

⑩
同

速

見

郡
大
神
村
大
番
真
那
井

⑨
同

東
国

東
郡

五 一
一

一
一

一
一

七
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一 一 -
一
一一

-
一一

一
一

組

合
式

石
棺

容

認
一

組
合

式
石
棺

｜ ｜
大
分
大
学

存

ｌ １ ｜ ｜ ｜ １

ｉ
｜ ｜ 弧

生
式
遺
跡
存

｜ ｜

考
古
学
上
よ
ｎ
見
た
上
代
ｅ
宇
佐
庖
方

（
賀
川
）
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別
　
脊
　
女
　
子
　
大
　
争
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嬰

第
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附
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同

玖

珠

森

名
草
台

同

日

田市

日

田

隈

問
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杵
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諏

訪
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山

同

同

坂
の
市

上
の坊

同

同

下

北
津
留

祓

田

同

北
海
部

神

晦

神

晦

同

速

見

八

坂

本

庄

豊
後

西
国
東

草

地

黒

松

同

同

宇

佐

千

石

間

間

駅

鎔

法
鏡寺

阿

同

四
日
市

葛

原

間

間

間

間

同

宇

佐

宇

佐

高

森

豊
前

京

都

刈

田

南

原

国

郡
市

町
村

大字

IG

号

墳

日
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古
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古
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の
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古
墳

臼
塚

古
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築
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古
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古
墳・

鐙
堂
古
墳

千
石
古
墳

中
原
古
墳

鬼
派

古
墳

赤
塚

附近

赤
振
古
墳

石

塚

山

古

墳

１ ｜ 前

方
後
両

前

方

後
μJ

前
方
後
円

前

方

後

μJ

国

債

円

墳

ｌ １
　前帆方

立後
貝両

前

方
後
円

前
方
後
円

外

形

組
合
式石

棺

１ 長
袴
型
石
棺

組

会
式
石
棺

舟
形

式石

棺

組
合
式
石

棺

組
合

式石
棺

竪
穴

式石
槨

組
合

式
石
棺

組
合

式
石
棺

竪
穴
式
石
槨

組
合

式
石
棺

組

合
式
石
棺

竪長
六大

式な
石
槨

内

部

構

造

獣帯

鏡片

一

斜

線
式

獣
帯
鏡

一

神
歌

鏡

八四

神四
獣
心

－
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文Ｖ
鐙錠

獣位苧至
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　公
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　龍
　鏡

変
形
複

文
鏡

一

査Ｔ

形I』

獣Ｖ

形鏡

交

画
像

鏡

一

印
行

花
文

一

獣

帯

鏡

心太
獣

心

－

神
映
鏡

心四

神
四

映Ｗ

－

変

形
綴

文
鏡

－

３２１

日天波

月王交

天日帚

王月健

三神龍

神獣錆

三

献

－

２１

四日

神月
四天

家主

　Ξ

　神　－　－
　－
　家

四二

鏡

-

管
玉
ｌ 櫛刀

　創

　管
　玉

勾

玉

管
玉

刀勾

　玉
刺

　管銀玉

小刀

玉　例

刻
　鏃

刀

刺

ｌ 刀
身

刀

身

??1;

h

ｌ 刀
身

斧

管
玉

ｌ
鏡
以
外

の
遺
物

前
期
前
期
盛
期
盛
期
盛
期
盛
期
盛
期
前
期
盛
期

ｌ
盛
期
盛
期
前期

末
葉

前
期

末
葉

古

墳

推

定

編

年

（
‥
。
）
印
は
実
池
調
査
に
よ
っ
た
屯
の
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